
沢

日 甫

沢
／



表紙地図10，000分の1　0印が前尾根遺跡



八ヶ岳山麓に位置する原村では、基幹産業である農業の合理

化と生産性向上が求められ、県営圃場整備事業が大規模に進め

られております。また、当地方は、古くから遺跡の多いことで

も知られており、縄文のふるさととして注目を集めてきました。

本報告の前尾根遺跡は「平成9年度　県営圃場整備事業原村

西部地区」内に存在していたことから諏訪地方事務所の委託、

国・県から補助金交付を受けた原村教育委員会が緊急発掘調査

を実施したものであります。

調査では、縄文時代・弥生時代・平安時代の複合遺跡である

ことがわかりました。縄文時代と平安時代の数多い竪穴住居址、

小竪穴などを検出し、それらに伴う土器や石器などが出土しま

した。

調査にあたり、諏訪地方事務所土地改良課各位、相木区及び

実行委員会各位、地元地権者の方々のご理解・ご協力、長野県

教育委員会のご指導をはじめ発掘にかかわる多くの皆様のご協

力に深甚なる謝意を表する次第であります。

発掘現場でご苦労された多くの皆様の力で、失われていく貴

重な文化財を記録に残すことができました。また、発掘調査報

告書刊行にいたる過程で、お世話いただいた関係各位に厚くお

礼申しあげます。

平成10年3月

原村教育委員会

教育長　大舘　宏



例 仁コ

1本書は「平成9年度県営圃場整備事業原村西部地区」に先立ち実施した長野県諏訪郡原村相

木に所在する前尾根遺跡の緊急発掘調査報告書である。

2　発掘調査は、諏訪地方事務所の委託と、国庫及び県費から発掘調査費補助金交付を受けた原

村教育委員会が、平成9年4月1日から平成10年3月24日にかけて実施した。整理作業は、平

成10年1月5日から3月24日まで行った。

3　発掘現場における遺構等の実測は石川美樹・久根種別・進藤郁代・津金喜美子・林史子、記

録と写真撮影は石川が行った。

4　基準点測量・基準杭設置、航空撮影・測量、遺構測量は（株）写真測図研究所に委託した。

5　本書の執筆は、石川美樹の記録をもとに平出一治が行った。矛盾点は多々あるが概要（遺構

一覧表）にとどめた。後日、報告書の作成を考えている。

6　本調査の出土遺物、記録類はすべて原村教育委員会で保管している。

なお、本調査関係の資料には、20の原村遺跡番号を表記した。

発掘調査から報告書作成にわたって、御指導・御助言をいただいた多くの方々に厚く御礼申し

上げる次第である。
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Ⅴ　まとめ
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I　発掘調査の経過

1　発掘調査に至る経過

平成5年度から実施されてきた「県営圃場整備事業原村西部地区」も5年目をむかえ、前尾根

遺跡の保護については、平成8年11月11日に行なわれた「平成9年度県営圃場整備事業原村西部

地区にかかわる埋蔵文化財保護協議」で協議された。

遺跡は現状のまま保存していくのが最も望ましいことであるが、原村の農業の将来を考えると

農地の整備は必要なことである上に、農業者から強い要望もあり「記録保存やむなき」との考え

に落ち着き、平成9年度に緊急発掘調査を実施し、記録保存をはかる方向で同意をみることがで

きた。出席者は長野県教育委員会文化財保護課、諏訪地方事務所土地改良課、原村役場農林課、

原村教育委員会の4者である。

その後も協議を重ね調査日程等の確認をおこない、原村教育委員会は、国庫および県費から発

掘調査補助金交付をうけ、また、諏訪地方事務所から緊急発掘調査の委託をうけ、平成9年4月

1日から平成10年3月24日にわたって緊急発掘調査を実施した。

2　調査組織

前尾根遺跡第5次発掘調査団名簿

調査団　団　　長　大舘　宏（原村教育委員会教育長）

調査担当者　石川　美樹

調査参加者　朝日　治郎　吉川　幸子　久根　種別

小林　喜重　　小林　多美　　小林　ミサ

五味八代江　清水　了　　清水　太助

進藤　郁代　　田中　初一　津金喜美子

林　　史子　　日蓮今朝江　宮坂とし子

小池　英男　　小島　政雄

小松　　弘　　五味　　元

清水千代子　　清水　正進

中村きみゑ　　西沢　寛人

森山　源司

事務局　原村教育委員会　中村　正英（教育次長）　津金　一臣（庶務係長）　伊藤　佳江

平出　一治（文化財係長）平林とし美　櫻井　秀雄（県派遣主事）
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3　発掘調査の経過（抄）

グリッド設定は行ったが、調査対象地区および自然地形から西地区と東地区に呼び習わしてい

る。調査記録・整理作業等の記録にも西地区、東地区と記載している。本来なら設定した地区名

を使用すべきであるが、ここでは便宜的に西地区、東地区を用いた。

西地区

平成9年4月1日　発掘準備をはじめる。

5月19日　トレンチ設定場を行い人力でトレンチ発掘をはじめる。

20日　重機でトレンチ掘りをはじめる。

21日　引き続き重機でトレンチ掘りを行い、人力でトレンチ内の調査を行い遺物・

遺構の検出をはじめる。

6月2日　重機で小竪穴を確認した範囲の表土剥ぎをはじめる。

10日　人力で表土剥ぎの終了したところから遺構検出作業をはじめる。

25日　検出した小竪穴の精査をはじめる。人骨の出土した小竪穴があり近世から現

代の墓壕が含まれていることが明らかになる。

7月9日　測量にあたり基準杭の打設をはじめる。

18日　検出した竪穴住居址の精査をはじめる。

24日　小竪穴の平面実測をはじめる。

30日　竪穴住居址の平面実測をはじめる。

9月12日　片付けを行い西地区の調査を終了する。

東地区

11月12日　重機で東地区の表土剥ぎをはじめる。

19日　人力で表土剥ぎの終了したところから遺構検出作業をはじめる。

21日　検出した竪穴住居址の精査をはじめる。

12月10日　竪穴住居址の平面実測をはじめる。

平成10年1月12日　雪かき作業を行う。作業は思うように進まない。

23日　現場作業を中断し、整理作業をはじめる。

2月18日　現場作業を再開する。整理作業と並行して行い現場作業は短時間である。

3月11日　空中写真撮影を行う。

13日　埋嚢など埋設土器の精査をはじめる。

24日　後片付け行い調査を終了する。
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Ⅱ　遺跡の位置と環境

前尾根遺跡（原村遺跡番号20）は、長野県諏訪郡原村相木に位置する。このあたりは八ヶ岳西

麓のほぼ中央に位置し、東西に細長く発達した大小様々な尾根がみられる。それらの尾根上には

縄文時代を中心とした数多い遺跡が埋蔵されている。その一つである本遺跡は、小早川と大早川

に北と南を浸蝕された東西に細長い尾根上から南斜面に立地している。本調査地点は尾根の肩部

から南斜面にあたり、地目は普通畑と水田で地味は良い。標高は950m前後を測る。

本遺跡は早くから知られていたが「相木上前尾根遺跡」「相木向尾根遺跡」「前尾根遺跡」など

に呼ばれ、1つの遺跡を2遺跡に数えるなど混乱が生じていたこともあり、昭和54年に現在の遺

跡名の「前尾根遺跡」に改めた。

原村教育委員会は、昭和44年にリンゴ園の給水管敷設工事に先立ち第1次緊急発掘調査を実施

し、縄文時代中期の竪穴住居址2軒を調査している。

昭和52・53・59年には村道改良事業に先立ち第2－4次緊急発掘調査を実施し、縄文時代中期

の竪穴住居址69軒を検出した。道路改良巾という限られた範囲の調査で完掘できた竪穴住居址は

少ないが、原村を代表する顔面付釣手土器をはじめ数多い土器と石器を発見している。

Ⅲ　グリッド設定・土層・調査方法

発掘調査の対象は、平成9年度県営圃場整備事業原村西部地区に係る遺跡の全域におよんでい

る。面的調査範囲の決定は、グリッド調査・トレンチ調査を併用した。表土剥ぎは重機で、遺構

の検出と精査は人力で行い、遺物の取り上げは遺構別に行なった。ちなみに調査面積は9，675Id

である。

層序は、尾根上と緩やかな南斜面は比較的安定していたが、斜面のきつい箇所は黒色土の流失

が容易に考えられる状態であった。層序の観察は比較的安定していた尾根上のグリッド壁面で

行った。大まかな観察結果は次の通りである。

第I層　黒褐色土層　　表土層・畑の耕作土で畑により8－15cmとまちまちである。

第Ⅱ層　黒褐色土層　　第I層よりしまり15－20cmを計る。この層の厚さでローム層までの深

さが変わる。基本的には南斜面も同様である。

第Ⅲ層　黄褐色土層　　しまり堅さは第Ⅱ層と同様であり、2－15cmを計るが尾根上の平坦面

でみられた。

第Ⅳ層　色土層　　　　いわゆるローム漸移層である。

第Ⅴ層　ソフトローム層
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Ⅳ　遺構・遺物

東地区で検出した竪穴住居址の多くは、拡張や同心円状建て直しが行なわれていたうえに、重

複は極めて複雑で新旧関係などを的確に記録することはできなかった。平面図や写真に炉址等は

記録されているが、現場においては認定できなった住居祉もあるようである。遺構一覧表にはそ

の可能性を記してある。遺構配置図でみるように、第2次発掘調査と本調査で検出した竪穴住居

址に違いが生じた。両調査地点の地形を概観すると、尾根上の平坦部から南傾斜へ移行がはじま

る肩部に辺り、北はローム層中に南は黒色土中に構築されたものが多く、すでに南側は流失して

いたことが大きな要因のようである。

遺構については、本書作成にあたり機械的に作業を進めた。今後の整理作業で変更が生じる可

能性のあることを付記しておきたい。

1縄文時代の竪穴住居址と遺物

検出した竪穴住居址は前期1軒、中期33軒、後期1軒である（第2図　付図）。

縄文時代前期の竪穴住居址は、西地区で検出した第80号住居址であるが、不明瞭な点が多い。

中期の竪穴住居址は東地区の尾根肩部付近から南斜面で検出した。すでに南側が流失したものが

多くみられた。平面形は隅丸方形を呈し4本柱のものが多く、中期後葉の曽利期が多いようであ

写真1　第113号竪穴住居址伏禁

写真3　第96号住居址顔面把手
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写真2　第93号竪穴住居址釣手土器

写真4　第109号竪穴住居址三角塔形土製品



る。埋嚢は、第102号竪穴住居址に3点、第112号と第123号竪穴住居址に各1点ある。屋外埋棄

Ih2、Nd3は、住居址に伴う可能性が高いものである。伏嚢は、胴下半を欠損する深鉢の口緑部

を床面に据え置いたもので、第113号住居址の東壁直下で出土した（写真1）。後期の竪穴住居址

は、部分敷石であるが霧ヶ峰産出の鉄平石と地元の安山岩を使用している。

注目される出土遺物について若干触れてみたいが、水洗いと注記が終了したところであり多く

を語ることはできない。注目される資料をあげると、第93号竪穴住居址出土のほぼ完形の釣手土

器（写真2）、第96号竪穴住居址出土の内向き顔面把手（写真3）。土製品は、第109号竪穴住居

址出土の三角塔形土製品（写真4）がある。第88号竪穴住居址の砥石は、座りが悪い安山岩に磨

痕が顕著に認められる。磨痕面は石皿の皿部程の広さであるが、石皿の素材とは形状が異なるう

えに磨痕面は皿状に深くなるものではなくツルツルであり、石皿の皿部とは明らかに違ってい

る。第123号住居址の磨製石斧は、刃部はつぶれ基部を欠損するが超特大のものである。石鉄は

14点出土しただけで極めて少ないようである。

2　弥生時代の遺物

弥生時代後期の土器破片1が出土した。

3　平安時代の竪穴住居址と遺物

検出した竪穴住居址は後期8軒である。南斜面のほぼ同等高線上に構築されており、当地方に

おける典型的な集落址である。第107号竪穴住居址の墨書土器は解読不明である。

4　小竪穴

小竪穴は79基を数えるが、伴出遺物から帰属時期と性格が明らかなものは、近世から現代の墓

墳27基である。残り52基については確実なことはわかっていない。

Ⅴ　まとめ

検出した遺構は縄文時代の住居址35軒、平安時代の住居址8軒、時代不詳の住居址7軒、小竪

穴79基である。不手際で3月24日まで現場作業を行い冬期間は整理作業を同時に進めたが、いま

だ整理途上でまとめることはできないが、遺跡の概略にふれまとめとしたい。

調査地点を西地区、東地区と呼んでいるが、西地区と東地区で検出した遺構分布には明らかに

違いがみられ、西地区は前尾根西遺跡（原村遺跡番号18）の南斜面と考えた方がよいのかもしれ

ない。出土した釣手土器、顔面把手、三角塔形土製品などは成果の1つであるが、縄文時代後期

の部分敷石住居址の南は、未調査部分を残している。その調査範囲から遺跡南側の外縁部を把握

することは不可能であり、現場作業の重要性を改めて教えられたように思っている。

最後に、関係者各位ならびに発掘調査にたずさわった方々に厚く御礼申し上げる次第である。
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